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■ 発達障害の診断件数が増加
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【横浜市地域療育センター初診件数と発達障害と診断された件数の推移】

その他（知的障害・身体障害）の診断件数 発達障害の診断件数 割合

発達障害と診断された子どもの割合

全体：4,271人

全体：2,864人



■ 障害児通所支援サービス利用者
における発達障害の割合が増加

 障害児通所支援の利用者数推移と発達障害の割合

1,498 

5,743 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

Ｈ27 Ｒ2

（人）

発達障害 知的障害・身体障害・精神障害

全体：12,760人

全体：5,920人
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発達障害の割合＝約２倍



■ 障害児通所支援サービスの質の
維持・向上が課題

233

588

0

100

200

300

400

500

600

700

H27 R2

（箇所）

障害児通所支援事業所

事業所数が約２.５倍に増加

【横浜市内の事業所数の推移】

サービスの質の維持・向上の取組が必要



■ 横浜市障害者施策推進協議会
から指摘された課題

保護者及び家族への支援

障害理解の促進・普及啓発



■ 横浜市と塩野義製薬様との協定

障害児に対する支援の充実や障害の理解促進を
目的とした「子どもの未来支援」に関する協定を締結

事業
連携



■ 横浜市と塩野義製薬様との協定

協定内容

（１）発達障害児と家族への支援

（２）発達障害の理解促進

（３）子どもの健康支援



（１）発達障害児と家族への支援

横浜市 塩野義製薬

障害児への支援の質向上
・事業所に対する研修の実施
・障害児支援で活用できるツール作成

保護者・家族支援の技術向上

・事業所に対する研修の実施 【通所支援イメージ】



（２）発達障害の理解促進

横浜市 塩野義製薬

障害に対する理解促進

・当事者の方々と連携した

啓発のための広報や

イベントの開催 【発達障害啓発週間に合わせた取組
（ライトアップ）】



（３）子どもの健康支援

横浜市 塩野義製薬

感染症対策の支援

・事業所に対する感染症予防

研修の実施

・啓発ツールの提供 こども感染症ナビ
（塩野義製薬ＨＰより）



■ 塩野義製薬様との連携の効果

横浜市の課題解決の取組を推進

これまでの実績を活かした企画提案

豊富な人材ネットワークによる研修講師の

コーディネート

感染症に関する豊富な情報・ノウハウの提供



■ 塩野義製薬様の取組



■ 塩野義製薬様の取組



障害児の支援体制の拡充や
サービスのさらなる充実に
取り組んでまいります。


